
プリオン病早期病変の高精度定量評価法	

解　説	
	

1.  画像統計解析の手法を最適化して、MRI拡散強調画像におけるプリオン病早
期病変の高精度定量評価法を実現しました。	

2.  本手法が通常の5mmスライス厚画像でも十分な精度を有することを確認しま
した。	

3.  本手法によって、プリオン病の早期病変を正確かつ客観的に捉えることがで
き、本症の診断基準を策定・改訂する上で有効な指標となることが予想されま
す。	
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• 画像統計解析手法によって、プリオン病の早期病変とその体積を正確に自動
検出しています。 

• 通常のスライス厚(5mm)でも、薄いスライス厚(3mm)と同等の結果が得られ
ています。 
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